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① 支承交換工

② 胸壁打換工

③ ひび割れ補修工

既設支承を撤去後、更新

既設胸壁を撤去後、更新

胸壁基部のひびわれ補修

補修内容 施工数量

補修工一覧

A2橋台(固定) N = 2 基
A1橋台(可動) N = 2 基

A1橋台 V = 1.84m

L = 4.20mA2橋台

※各補修工の詳細は補修計画図を参照
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ひび割れ補修工
③Ａ２胸壁

ひび割れ補修工
③Ａ２胸壁

④ 親柱復旧工 新設親柱への更新
N = 2 基
N = 2 基

A2橋台
A1橋台

1

前川橋 橋梁一般図(補修工)
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※既設構造は、「R7.5.29調査結果」および

「H22年度耐震補強設計 竣工図」によるが

施工時に現地計測の上、確認・調整すること。
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ジャッキアップ用補剛材
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表層 密粒度アスコン(20F) t= 5cm

上層路盤工 粒調砕石 M-40 t=15cm

下層路盤工 再生砕石 RC-40 t=19cm
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W=4.40m

1161

100

1
5
0

親柱復旧工

400

4
0
0

1
0
0
0 5
00

3
5
0

400

200 100

正面図

構造図

平面図

橋名鈑
200*500 t=15

100

1
0
0

400

1
0
0
0

2
5
0

2
x
2
7
5=

5
5
0

400

200 100

正面図

配筋図

平面図

4
0
0

1
0
0
2
0
0
1
00

100 200 100

1
0
0

D13S3

D13S2

D16S1

135

1
6
3

1
6
3

R=32.5

51
51

R=32.5

4 - D13 x 570S2

175

1
7
5

1
7
5

R=32.5

51
51

R=32.5

175

R=32.5
51 51

R=32.5
163

1
6
3

3 - D13 x 1290S3

860

9
0
0

埋
込
長

17
60
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※本鉄筋は胸壁天端より860mm

の埋込長を確保すること。

145°

鉄筋質量表

S 1 D16 1760 4 2.75 11

2 570 4 0.57 2

3 1290 3 1.28 4

17 kg

1.56

摘 要質 量1本当り質量単位質量本 数長 さ径記 号

D16 11 kg

D13 6 kg

17 kg

親柱１基あたり 鉄筋質量集計(SD345)

合 計

D13

〃

0.995

〃

17×2 34 kgA1側親柱 鉄筋質量集計(SD345)
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復旧工 詳細図(1)
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削孔 φ26x250
樹脂接着アンカー

鉄筋質量表

S 1 D16 1140 4 1.78 7

2 570 4 0.57 2

3 1290 3 1.28 4

13 kg

1.56

摘 要質 量1本当り質量単位質量本 数長 さ径記 号

D16 7 kg

D13 6 kg

13 kg

親柱１基あたり 鉄筋質量集計(SD345)

合 計

D13

〃

0.995

〃

(D16用) n = 4箇所エポキシ樹脂注入ヶ所数

13×2 26 kgA2側親柱 鉄筋質量集計(SD345)

(D16用) n = 8箇所エポキシ樹脂注入ヶ所数

1.自動低圧注入工法は，コンクリートひびわれ幅0.2mm≦Ｗ＜1.0mmを対象に行う。

※特記事項

2.注入材には「注入材性能表」に示す性能を満足する材料を使用すること。

注入孔の設置

仕上げ

施工フロー

ひびわれ部の清掃

無機系超微粒子

圧力ポンプ

シール材 t=3mm,W=50mm

取付座金＠250

注入材

逆流防止弁

自動低圧注入工法 S=1:FREE

ひび割れ補修工詳細図

注入材の注入
(追加注入含む)

シール材塗布及び
注入器具取付

シール材及び
注入器具撤去

ポリマーセメント注入材

要求性能

圧縮強度

付着強度

注入材性能表

躯体コンクリートと同様な強度特性を有すること

（15.0N/mm2以上)

設計及び施工条件

躯体コンクリートと一体となること

（1.5N/mm2以上)

3

復旧工 詳細図(2)
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支承交換工 詳細図(１)
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既設添架物

既設縁端拡幅

注記

1.図中の詳細寸法は、現地計測結果および平成22年度

再度、現地計測を行い寸法を決定すること。

橋梁耐震対策設計業務の竣工図を反映しているが、

支承交換工 詳細図(１)
構造一般図

S=1:60
断 面 図S=1:60

側 面 図

S=1:100
平 面 図
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支承取替工

支承取替工

支承取替工

支承取替工

支承取替工
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支承交換工 詳細図(２)
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注記

1.図中の詳細寸法は、現地計測結果および平成22年度

再度、現地計測を行い寸法を決定すること。

橋梁耐震対策設計業務の竣工図を反映しているが、

ジャッキアップ用補剛材

支承交換工 詳細図(２)
Ａ１橋台側 ジャッキアップ詳細図

S=1:10
"a"部詳細図

S=1:40
断 面 図

S=1:40
側 面 図
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平 面 図
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支承交換工 詳細図(３)

S1

ジャッキアップ部詳細図

305 315

90

35 55

3
3
0

2
0

3
1
0

60
1
0
5

1
0
5

4
0

9
0

1
3

90

305 315

90

A - A

B - B

B B

A A

20

6
9
2

3
3
0

20

6
9
2

20
C

90 13 90

D - D

200 5 420 240

2
5

C C

2
0
0

3
0
0

5
0

5
0

2
4
0

2
2
.
5

1
9
5

2
2
.
5

100 300 220

30

200 5 420

25 150 25

C - C

2
5

D

D

ジャッキアップ用補剛材
ジャッキアップ用補剛材

ベースプレート
ベースプレート

ジャッキアップ用補剛材

ベースプレート

新設部材:工場孔明 φ26.5孔

既設部材:現場孔明 φ26.5孔

新設部材:工場孔明 φ23孔

既設部材:現場孔明 φ23孔

G1G2

G1G2

G1桁,G2桁

既設変位制限構造

既設変位制限構造

既設変位制限構造

350

30350

新設支承

新設支承

塗装塗り区分図

メタルタッチメタルタッチ

20C

S=1:10支承交換工 詳細図(３)
Ａ１橋台側 ジャッキアップ詳細図

塗装区分

新設部材

一般部外面塗装 C-5

現場ボルト連結部外面塗装 F-11

現場外面塗装 Rc-Ⅱ

摩擦接合面用塗装 有機ジンク
既設部材

記号

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 F-11装系(はけ・ローラー)

素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ 160

製
鋼

工
場

製
作

工
場

素地調整

ﾐｽﾄｺｰﾄ 変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 130

下塗り 超厚膜形ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 500

中塗り ふっ素樹脂塗料用中塗 140

上塗り ふっ素樹脂塗料用上塗 120

現
場

防食下地 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 600

素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

動力工具処理 ISO St3

1日～10日

1日～10日

4時間以内

1年以内

4時間以内

6ヶ月以内

1日～10日

4時間以内

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 C-5塗装系

素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ 160

製
鋼

工
場

製
作

工
場

ﾐｽﾄｺｰﾄ ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 160

下塗り ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 540

中塗り ふっ素樹脂塗料用中塗 170

上塗り ふっ素樹脂塗料用上塗 140

防食下地 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 600

２次素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

1日～10日

1日～10日

2日～10日

4時間以内

6ヶ月以内

1日～10日

4時間以内

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 Ｒｃ-Ⅱ塗装系(はけ・ローラー)

素地調整 ２種

下塗り 弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 200

下塗り 弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 200

中塗り 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 140

上塗り 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120

防食下地 有機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 240

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

4時間以内

3-TCB M22 x 70( S10T )

ベースプレート( 製作数:2 )

1-PL 200 x 25 x 240

4-BN M20 x 80( 2-W付 )

2-L 90 x 90 x 10 x 330

ジャッキアップ用補剛材( 製作数:2 )

5
0

現場外面塗装( Rc-Ⅱ )

摩擦接合面用塗装（有機ジンク）

一般部外面塗装( C-5 )

現場ボルト連結部外面塗装( F-11 )

現場ボルト連結部外面塗装( F-11 )

現場ボルト連結部外面塗装( F-11 )

一般部外面塗装( C-5 )

現場外面塗装( Rc-Ⅱ )

摩擦接合面用塗装（無機ジンク）

50 50

50

現場外面塗装( Rc-Ⅱ )

現場ボルト連結部外面塗装( F-11 )

2種ケレン

2種ケレン

一般部外面塗装( C-5 )

摩擦接合面用塗装 無機ジンク

下塗り 超厚膜形ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 500
1日～10日

現
場

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 摩擦接合面用塗装(有機ジンク) 塗装系

素地調整 ２種 ISO St3相当

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 有機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 600

4時間以内

現
場

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 摩擦接合面用塗装(無機ジンク) 塗装系

素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 550

4時間以内

工
場

－施工上の留意事項－

1.ジャッキアップ用補強材の取付にあたっては既設桁のフランジ

及びウェブ面の不陸を修正し、密着性を確保すること。

2.有機ジンクリッチペイント塗布後、降雨等により白錆が発生し

た場合は速やかに除去した後に次工程(締結・塗り重ね)に移る

こと。

3.気象条件等以下の項目に該当する場合、施工を避けること。

・気温が5℃以下、相対湿度が85％以上の場合

・換気が十分でなく結露する等塗料の乾燥に不適当な場合

・降雨雪霧あるいは施工開始後又は終了後その恐れがある場合

・炎天下等で被塗面の温度が高く(表面温度60℃以上の場合)、

塗装面に泡が生ずる恐れのある場合

・強風又は塵埃の多い場合

－注記－

1.図中の詳細寸法は現地計測結果および平成22年度 橋梁耐震対策

設計業務の竣工図を反映しているが、再度、現地計測を行い寸

法を決定すること。

2.特記なき材質は全てSS400とする。

3. 印はトルシア形高力ボルトM22(S10T)を示す。

4.高力ボルト以外のナットは全てゆるみ止めナットを使用すること。

5.ベースプレートは主桁の縦断勾配を現地計測し、フラットジャッ

キ接触面が水平となる様に製作すること。
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支承交換工 詳細図(４)

S=1:20支承交換工 詳細図(４)
Ａ１橋台 可動支承 詳細図
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M

A1

配 置 図
※既設構造は、「R7.5.29調査結果」および
「H22年度耐震補強設計 竣工図」によるが
施工時に現地計測の上、確認・調整すること。

最大反力

最大反力 回転照査用

最大死荷重反力

最大活荷重反力

照査荷重時変位量(RL+I/2)

回転変位量

性
能

水
平

変
位

量

せん断ばね定数

圧縮ばね定数

地震時

常時

橋軸方向

橋軸直角方向

橋軸方向

Ｒmax

Ｒmax2

D

L+I

δcl

δr

ΔL1

ΔLe1

ΔLe2

S

V

支承条件 レベル１対応支承

kN/mm

kN/mm

mm

mm

mm

mm

mm

kN

kN

kN

kN

---

---

---

---

17.3

0.67

0.27

140

160

280

290

設計条件

材料表 (１支承当り)

1

2

3

ゴム支承

ソールプレート

アンカ－ボルト

CR+SS400

SM490A

SD345

1

1

2

個数材質名称

6.8

37.4

3.8

数量(kg)

48.0全質量 (kg)

Ge=0.8N/mm

ナット・ワッシャ－含む

備考

2

注）1. ○印は、アルミ合金めっき（SGめっき）仕様とする。

JISH8641 HDZ35相当とする。

注）2. 質量は参考質量とする。

ゴム支承(CR+SS400)

Ａ

橋
軸

方
向

260

250

2
1
0

2
0
0

4
4

1

5

Ａ部詳細図 S=1:4

4
4

1
0
10

1
0

2
.
32
.3
2.

32
.
3

ナジミ層

ゴム厚 te=10mm*3層

内部鋼板 2.3mm*4層

(CR)

(SS400)

アンカ－ボルト・ナット・ワッシャ－(SD345)3
(SGめっき)

41.6

3
6

M24

※
3
0 7
0

4
4
0

D25

平座金 強度区分 10H又は14H

※寸法範囲は、節削り区間。

削
孔

長
5
8

φ18

5
0

差筋アンカー
D13*90

アンカー詳細図 S=1:12

700

5020020050 200

4
50

5
0

3
50

50

橋
軸

方
向

①ひびわれ防止鉄筋
D13 L=2720㎜

差筋アンカー
D13*90

型枠
44mm*2300mm

橋軸方向

150

2
8
0

6
4

210

350

2
70

4
4
0

1
7
0

①ひびわれ防止鉄筋
D13 L=2720㎜

600

200

450

孔径 35mm 2-D25

2
6
0

11
0 2
2

4
4

4
4

2
0

260

橋軸直角方向

①ひびわれ防止鉄筋
D13 L=2720㎜

6

型枠
44mm*2300mm

21

3

700

ソールプレート(SM490A)2
(SGめっき)

部は不めっき処理

可動側 上面

260

2
2

6

25

250

270 25

3
5
0

1
0
0

1
5
0

1
0
0

2
5

2
2
0

2
5

2-30*59長穴

5
5

2
0
0

橋
軸

方
向

600

7545075

30

3 3

鉄筋重量表 (１橋台当り)

①

種別

D13

径

2720

長さ

2

本数

0.995

単位重量

2.706

１本当り重量

5

重量 摘要

合計 D13 5 kg

総重量 5 kg

差し筋アンカー D13*90 n = 4本*2基 = 8本

差し筋アンカー削孔長 φ18 L = 0.058*8 = 0.464m

孔径
35mm

2-D25

2
8
0

3
7

3
70

620
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支承交換工 詳細図(５)

305

200 50

A2

620

S2

450 450

900

1
1
0

6
92

7
5
0

420

既設変位制限構造

200 250

4
2
0
0

G1

8
50

2
5
0
0

8
50

ジャッキアップ用補剛材

調整プレート

G2

ベースプレート

フラットジャッキ( 30t )

ベースプレート

ベースプレート

345 105

450 450

900

200 250345 105

G1,G2

D=φ200

フラットジャッキ( 30t )

D=φ200

フラットジャッキ( 30t )

D=φ200

既設変位制限構造

既設変位制限構造

ジャッキアップ用補剛材

ジャッキアップ用補剛材

850

G2

11
0

6
92

7
5
0

G1

2
0

33
0

850 2500

4200

2.0%放物線 2.0%放物線

コンクリート舗装 t=50mm

鉄筋コンクリート床版 t=180mm

1
50

4200

300 3600 300

22
3

1
50

22
3

50 50

1
8
0
5
0

CL

既設縁端拡幅

既設縁端拡幅

調整プレート

フラットジャッキ( 30t )

ベースプレート

D=φ200

ジャッキアップ用補剛材ジャッキアップ用補剛材

調整プレート

フラットジャッキ( 30t )

D=φ200

ベースプレート

"a"

315 305 200

420 5 200

210 4 392

新設沓座

新設支承

41 310 41

315

調整プレート

フラットジャッキ( 30t )

ベースプレート

D=φ200

1
1
05
9

2
5
1

2
5

既設変位制限構造

50

S2 A2

4
1

4
4

2
5

新設支承

注記

1.図中の詳細寸法は、現地計測結果および平成22年度

再度、現地計測を行い寸法を決定すること。

橋梁耐震対策設計業務の竣工図を反映しているが、

ジャッキアップ用補剛材

S=1:10
"a"部詳細図

S=1:40
断 面 図

S=1:40
側 面 図

S=1:40
平 面 図

支承交換工 詳細図(５)
Ａ２橋台側 ジャッキアップ詳細図

←出川

←
出

川
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支承交換工 詳細図(６)

S2

ジャッキアップ部詳細図

305315

90

3555

3
3
0

20
31

0

6
0

1
0
5

10
5

40

9
0

1
3

9
0

305315

90

A - A

B - B

BB

AA

2
0

6
9
2

3
3
0

2
0

6
9
2

20
C

90 13 90

D - D

2005420 240

2
5

CC

2
00

3
00

5
0

5
0

2
40

2
2
.5

1
95

2
2.

5

100300220

30

2005420

2515025

C - C

25

D

D

ジャッキアップ用補剛材
ジャッキアップ用補剛材

ベースプレート
ベースプレート

ジャッキアップ用補剛材

ベースプレート

新設部材:工場孔明 φ26.5孔

既設部材:現場孔明 φ26.5孔

新設部材:工場孔明 φ23孔

既設部材:現場孔明 φ23孔

G1G2

G1G2

G1桁,G2桁

既設変位制限構造

既設変位制限構造

既設変位制限構造

350

30 350

新設支承

新設支承

塗装塗り区分図

メタルタッチメタルタッチ

20C

S=1:10支承交換工 詳細図(６)
Ａ２橋台側 ジャッキアップ詳細図

3-TCB M22 x 70( S10T )

ベースプレート( 製作数:2 )

1-PL 200 x 25 x 240

4-BN M20 x 80( 2-W付 )

2-L 90 x 90 x 10 x 330

ジャッキアップ用補剛材( 製作数:2 )

塗装塗り区分図

50

現場外面塗装( Rc-Ⅱ )

摩擦接合面用塗装（有機ジンク）

一般部外面塗装( C-5 )

現場ボルト連結部外面塗装( F-11 )

現場ボルト連結部外面塗装( F-11 )

現場ボルト連結部外面塗装( F-11 )

一般部外面塗装( C-5 )

現場外面塗装( Rc-Ⅱ )

50 50

5
0

現場外面塗装( Rc-Ⅱ )

現場ボルト連結部外面塗装( F-11 )

2種ケレン

2種ケレン

一般部外面塗装( C-5 )

摩擦接合面用塗装（無機ジンク）

塗装区分

新設部材

一般部外面塗装 C-5

現場ボルト連結部外面塗装 F-11

現場外面塗装 Rc-Ⅱ

摩擦接合面用塗装 有機ジンク
既設部材

記号

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 F-11装系(はけ・ローラー)

素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ 160

製
鋼

工
場

製
作

工
場

素地調整

ﾐｽﾄｺｰﾄ 変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 130

下塗り 超厚膜形ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 500

中塗り ふっ素樹脂塗料用中塗 140

上塗り ふっ素樹脂塗料用上塗 120

現
場

防食下地 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 600

素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

動力工具処理 ISO St3

1日～10日

1日～10日

4時間以内

1年以内

4時間以内

6ヶ月以内

1日～10日

4時間以内

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 C-5塗装系

素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ 160

製
鋼

工
場

製
作

工
場

ﾐｽﾄｺｰﾄ ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 160

下塗り ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 540

中塗り ふっ素樹脂塗料用中塗 170

上塗り ふっ素樹脂塗料用上塗 140

防食下地 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 600

２次素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

1日～10日

1日～10日

2日～10日

4時間以内

6ヶ月以内

1日～10日

4時間以内

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 Ｒｃ-Ⅱ塗装系(はけ・ローラー)

素地調整 ２種

下塗り 弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 200

下塗り 弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 200

中塗り 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 140

上塗り 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120

防食下地 有機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 240

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

4時間以内

摩擦接合面用塗装 無機ジンク

下塗り 超厚膜形ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 500
1日～10日

現
場

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 摩擦接合面用塗装(有機ジンク) 塗装系

素地調整 ２種 ISO St3相当

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 有機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 600

4時間以内

現
場

塗装工程 塗料名 塗装間隔使用量:g/m 2

塗装仕様 摩擦接合面用塗装(無機ジンク) 塗装系

素地調整 ﾌﾞﾗｽﾄ処理 ISO Sa2 1/2

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ｼﾞﾝｸﾞﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ 550

4時間以内

工
場

－施工上の留意事項－

1.ジャッキアップ用補強材の取付にあたっては既設桁のフランジ

及びウェブ面の不陸を修正し、密着性を確保すること。

2.有機ジンクリッチペイント塗布後、降雨等により白錆が発生し

た場合は速やかに除去した後に次工程(締結・塗り重ね)に移る

こと。

3.気象条件等以下の項目に該当する場合、施工を避けること。

・気温が5℃以下、相対湿度が85％以上の場合

・換気が十分でなく結露する等塗料の乾燥に不適当な場合

・降雨雪霧あるいは施工開始後又は終了後その恐れがある場合

・炎天下等で被塗面の温度が高く(表面温度60℃以上の場合)、

塗装面に泡が生ずる恐れのある場合

・強風又は塵埃の多い場合

－注記－

1.図中の詳細寸法は現地計測結果および平成22年度 橋梁耐震対策

設計業務の竣工図を反映しているが、再度、現地計測を行い寸

法を決定すること。

2.特記なき材質は全てSS400とする。

3. 印はトルシア形高力ボルトM22(S10T)を示す。

4.高力ボルト以外のナットは全てゆるみ止めナットを使用すること。

5.ベースプレートは主桁の縦断勾配を現地計測し、フラットジャッ

キ接触面が水平となる様に製作すること。
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支承交換工 詳細図(７)

ゴム支承(CR+SS400)

Ａ

橋
軸

方
向

S=1:20支承交換工 詳細図(７)
Ａ２橋台 固定支承 詳細図

F

A2

M

A1

配 置 図
※既設構造は、「R7.5.29調査結果」および
「H22年度耐震補強設計 竣工図」によるが
施工時に現地計測の上、確認・調整すること。

←
出

川

最大反力

最大反力 回転照査用

最大死荷重反力

最大活荷重反力

照査荷重時変位量(RL+I/2)

回転変位量

性
能

水
平

変
位

量

せん断ばね定数

圧縮ばね定数

地震時

常時

橋軸方向

橋軸直角方向

橋軸方向

Ｒmax

Ｒmax2

D

L+I

δcl

δr

ΔL1

ΔLe1

ΔLe2

S

V

支承条件 レベル１対応支承

kN/mm

kN/mm

mm

mm

mm

mm

mm

kN

kN

kN

kN

---

---

---

---

---

0.67

0.27

140

160

280

290

設計条件

材料表 (１支承当り)

1

2

3

ゴム支承

ソールプレート

アンカ－ボルト

CR+SS400

SM490A

SD345

1

1

2

個数材質名称

6.8

41.8

7.4

数量(kg)

56.0全質量 (kg)

Ge=0.8N/mm

ナット・ワッシャ－含む

備考

2

注）1. ○印は、アルミ合金めっき（SGめっき）仕様とする。

JISH8641 HDZ35相当とする。

注）2. 質量は参考質量とする。

鉄筋重量表 (１橋台当り)

①

種別

D13

径

2720

長さ

2

本数

0.995

単位重量

2.706

１本当り重量

5

重量 摘要

合計 D13 5 kg

総重量 5 kg

差し筋アンカー D13*90 n = 4本*2基 = 8本

差し筋アンカー削孔長 φ18 L = 0.058*8 = 0.464m

260

250

2
1
0

2
0
0

4
4

1

5

Ａ部詳細図 S=1:4

4
4

1
0
1
0
10

2
.
32
.
3 2
.
32.

3

ナジミ層

ゴム厚 te=10mm*3層

内部鋼板 2.3mm*4層

(CR)

(SS400)

※
3
0

53.1

アンカ－ボルト・ナット・ワッシャ－(SD345)3
(SGめっき)

D32

8
0

5
2
0

平座金 強度区分 10H又は14H

※寸法範囲は、節削り区間。

M30

4
6

削
孔

長
58

φ18

5
0

差筋アンカー
D13*90

アンカー詳細図 S=1:12

600

200

450

孔径
42mm

2-D32

3
3
0

1
1
0 25

4
4

4
1

2
0

260

橋軸方向

150

3
50

61

210

350

橋軸直角方向

34
0

5
2
0

1
8
0

①ひびわれ防止鉄筋
D13 L=2720㎜

①ひびわれ防止鉄筋
D13 L=2720㎜

6

型枠
41mm*2300mm

21

3

700

5020020050 200

4
5
0

5
0

3
5
0

5
0

橋
軸

方
向

①ひびわれ防止鉄筋
D13 L=2720㎜

差筋アンカー
D13*90

型枠
41mm*2300mm

700

ソールプレート(SM490A)2
(SGめっき)

部は不めっき処理

260

固定側 上面

2
5

6

2
0
0

橋
軸

方
向

3
5
0

1
0
0

1
5
0

1
0
0

2
5

2
2
0

25

25

250

270 25

600

7545075

2-φ37きり

3 3

孔径 42mm

3
7

3
50

2-D32

3
7
0

620
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胸壁打換工 詳細図
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3
x
2
50

=
7
5
0

10
0

25
0

1
0
5
6
～

1
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24
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1
0

D16

125

φ26

φ26

3

3

4 - 4

D16

D13

117 117

5
4

D13

φ26 φ26

125

削孔 φ26x250
樹脂接着アンカー

91 91

10
2
4
0

1
19

0

埋
込

長
9
5
0

85

1
6
3

1
6
3

R=32.5

3919～4061(平均3990)

1
0
1

61

61

15
6

R=39

127

12
3

61

130

110.5 179 110.5

鉄筋質量表

P 1 D16 1190 34 1.86 63

2 860 4 1.34 5

3 520 17 0.52 9

4 〃 3990 8 〃 3.97 32

132 kg

1.56

摘 要質 量1本当り質量単位質量本 数長 さ径記 号

n = 34ヶ所

D16 68 kg

D13 64 kg

132 kg

鉄筋質量集計(SD345)

合 計

5 〃 4090 2 〃 4.07 8

6 〃 350 10 〃 0.35 4

7 〃 600 18 〃 0.60 11

〃

D13

〃

0.995

D13

400

400

φ26

1
25

1
5
0
1
2
5

R=39

61

61

R=39

51
51

R=32.5

R=39

D16

S=1:40
胸壁打換工 詳細図

S=1:20
かぶり・アンカー工詳細図

エポキシ樹脂注入ヶ所数 (D16用）
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仮設足場工計画図(参考)
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0
0

8
0
0

出川

出川

出川

仮設足場工計画図(参考)

橋長 17100

30桁長 1704030

200支間長 16640200

A2A1

側 面 図
S=1:100

F M

1
:
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1
:
0
.
2

橋長 17100

30桁長 1704030

200支間長 16640200

A2A1

側 面 図
S=1:100

F M

正面図：Ａ１橋台
S=1:100

正面図：Ａ２橋台
S=1:100
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吊り足場工 2500
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12001300
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規 格名 称

吊り足場工

計 算 式

(7.400*2.500-4.400*1.300)*2

数 量

m25.56

仮設足場工 数量表 １式当り

2

1500 4400 1500

吊り足場工 7400

1500 4400 1500

吊り足場工 7400

朝顔朝顔

※吊り足場工、朝顔には板張防護、ｼｰﾄ張防護を行う。

朝顔朝顔

※吊り足場工、朝顔には板張防護、ｼｰﾄ張防護を行う。

ﾀｲﾌﾟA1 ｼｰﾄ張防護あり

朝顔 (7.400*2.500-4.400*1.300)*2 m25.56 2ｼｰﾄ張防護・板張防護あり


